
令和６年度学校力向上に関する総合実践事業 成果普及資料 

包括的な学校改善の視点：働き方改革 

 

■ 構築した学校モデルの具体 

 ○ 学校評価等の集計作業の自動化 

・校務へのＩＣＴ導入前は、学校評価について、教職員がエク

セルシートに入力後、管理職に提出し、管理職がデータを手

作業で整理するなどして、会議資料等を作成していたが、校

務へのＩＣＴ導入後は、Googleフォームによる集計の機能を

取り入れ、作業の効率化を進める。 

・ Googleのスプレッドシートを活用して、アンケート結果を自

動で抽出・集計し、前期と後期の結果をグラフで比較して分

析するなど、作業の迅速化を図った。 

○ 生徒の出欠連絡のオンライン化 

・朝の欠席連絡に係る電話対応等の業務を軽減するため、

Googleフォームを活用した欠席連絡を導入するとともに、マ

チコミメールと連動させ、保護者のみが連絡できる仕組みを

構築する。 

・Googleのスプレッドシートを活用し、日付別・学級別に整理

するとともに、全ての教員がシートを毎日確認し、生徒の欠

席情報を即座に共有する。 

○ 部活動体験の参加集約の迅速化 

・夏季休業と冬季休業期間に実施している小学生による部活動

体験の申込みを、Googleフォームを活用して集約することに

より、中学校が直接集約し、部活動ごとで異なる体験日を設

定するなど、複数の部活動を選択できるようにする。 

 

■ 学校モデルの構築に向けた取組の具体 

〔管理職の取組〕 

・運営委員会や働き方改革のコアチーム会議等で、ＩＣＴ活用に

よる校務の効率化に向けたアイデアを募り、積極的にチャレンジすることを促した。 

・Googleフォームの使用に関して、回答者の個人情報の漏洩を防止する観点から、各通知などを確実に

伝え、事故の予防に努めた。 

〔その他の教職員等の取組〕 

・主幹教諭が中心となり、アンケートフォームの作成やGoogleのスプレッドシートの機能を活用しな

がら、運用していく中で改善点を見出し、修正を重ねた。また、欠席の連絡に関しては、一定の試行

期間を設け、保護者の意向も踏まえてオンラインによる連絡体制を整備した。 

 

■ 各指定校への学校モデルの普及方策 

・地域協議会等において、中核校におけるＩＣＴの効果的な活用例を提示し、指定校の取組に生かすと

ともに、各指定校の成果や課題について、再度地域協議会で交流した。 

・各校の主幹教諭が情報交流を行い、相互の実践を自校の業務の効率化に生かした。 

・小中一貫教育の小中合同部会の際に、中学校区の教職員で情報交流を行い、自校の実践の参考にした。 

校務へのＩＣＴ活用を推進する学校モデル 

中核校 北広島市立東部中学校 指定校 北広島市立東部小学校、北広島市立北の台小学校 

【自動で集約される学校評価】 

【小学生に案内している日程一覧】 

ここに教員による記述評価が自動的

に整理される。 

各担当者による見解を入力する。 

【整理された欠席連絡データ】 


